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要 約 

アユ卵のミズカビ病まん延抑制対策として，グルタル

アルデヒド製剤および過酸化水素製剤の有効性を検証し

た。 

グルタルアルデヒド製剤は，栃木県漁業協同組合連合

会種苗センターで育成された陸封系と海産系を交配した

受精卵を供試卵として，浸漬頻度は無処理，毎日，1 日お

きおよび 2 日おき，浸漬時間は 15，30 および 60 分間と

して，0（対照），50，100，300，500ppm の濃度区を設け，

各条件を組み合わせた試験区を設定した。その結果，本剤

がミズカビに対して十分な有効性を示す 100ppm 以上の

試験区では孵化仔魚を得られず，アユ卵に対しては毒性

が強いものと考えられた。 

一方，過酸化水素製剤は，同センターで育成された陸封

系アユ受精卵を供試卵として，浸漬頻度は毎日および 1 日

おき，浸漬時間は 30 分間として，2,000，3,000 および

4,500ppm の濃度区を設け，各条件を組み合わせた試験区

を設定した。その結果，発眼率および孵化率はすべての試

験区で無処理区およびブロノポール製剤を用法用量で使

用した区と有意な差はなく，卵への毒性は低いものと考

えられた。さらに，死卵へのミズカビの発生も対照区では

確認されたが，試験区では確認されなかったことから，過

酸化水素製剤は陸封系アユ卵のミズカビ病まん延抑制対

策に有効であると考えられる。 

なお，本課題の詳細については「令和 7 年度 水産防疫

対策委託事業（水産動物疾病の診断・予防・まん延防止に

係る技術開発等）報告書」により農林水産省へ報告した。 
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